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あらまし： 筆者は金融経済教育支援を目的とした家計簿アプリを開発し，不特定多数向けに公開し，運

用を行っている．その家計簿アプリは金融リテラシークイズを出題するものであるが，2017年度に岐阜
大学にて授業利用するにあたり，クイズを予習復習用に授業進度と連動させて運用を行うために，クイ
ズ単位に公開日を設定することなどの改良を行った．本稿では，その改良点を説明するものである．
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1. はじめに

　筆者は，金融経済教育が不足しがちなユーザ向
けに，日常使いできる家計簿アプリを通して，金
融経済教育支援を行っている．この家計簿アプリ
はApp Storeにて一般公開されており，また，金沢
大学統合認証とShibbilethを通して認証連携し，
大学ポータルサイトにサービスインしている（1）．
本家計簿アプリでは，家計簿をつける際に，金融
リテラシークイズを出すスタイルをとっている．
クイズはランダムに表示され，回答済みクイズも
再度出題される仕組みとしている． 
　2017年度に，岐阜大学授業の補助ツールとして
利用する機会を得た．その際に，担当教員から予
習復習に使うために，授業の進度に合わせた内容
のクイズ提示を可能とするなどの要求があった．
本稿では，今回行った要求事項に沿うための改修
内容を記載する．

2. 公開日を設定したクイズ

　一つは，クイズの出題に公開日を設けて，授業
進度に合わせることである．図1に公開日設定に向
けて変更したDBのテーブル構造を示す．「カテゴ
リマスタ」「クイズマスタ」にあるように，もと
もとクイズは大きくカテゴリというグループごと
に分かれている．クイズカテゴリは「対象利用者
区分設定」に従い表示制御されている。利用者区
分とは，本家計簿アプリ内に設定されているユー
ザの身分区分を指す．本家計簿アプリでは，図2に
示すように，初期利用開始時に身分設定をユーザ
に求めている．クイズはこの利用者区分に従い，
対するカテゴリのクイズが出題される仕組みと
なっている．例えば大学生には大学生向けのクイ
ズを出すという意図のためである．
　今までは未回答クイズを優先してランダムに出
題していた．それを授業進度に合わせるために，
クイズの設問ごとに公開日を設定する必要が生じ
た．しかしながらクイズNoごとに公開日を設定し 図 2 身分区分

身分追加 

てしまうと，クイズを利用者区分で共有できない
不都合が生じる．そのため，公開日マスタには，
クイズNoとカテゴリCDをプライマリキーとして，
他の利用者区分でも公開日設定のあるクイズを使
えるように設計した．
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3. クイズ履歴からの復習

　次の事項は，復習を目的としたクイズの回答履歴
画面の変更である．授業では，クイズは授業進度に
合わせた内容で，最低1日1回出題されるものとし，
期末テストとしてクイズをテストする計画である．
期末テストのために過去に答えたクイズを復習する
必要があり，図3に示すように履歴画面に正答など
を表示した詳細画面を追加した．また，任意で未回
答クイズに答えられるように，クイズ出題ボタンを
追加した．このクイズ出題ボタンは，授業履修者に
は未回答クイズのみを表示し，その他利用区分の
ユーザには，過去の問題も含めてランダムに出題さ
せることとした．

図 3 クイズ履歴による復習

 4. 費目マスタの切り替え

　本家計簿アプリでは，費目の設定はユーザごと
にカスタマイズが可能であり，初期利用時に汎用
費目として費目マスタをユーザごとにセットして
いる．内容は一般でおおまかな項目としていた
が，授業が家計管理を教育指導する科目のため，
費目はより細分化した項目が必要であった．その
ため，費目マスタを授業向けに追加し，授業利用
者の場合は，授業向けの費目マスタをセットする
ように変更した．

5. 統計画面の追加

図 4 費目支出の表とグラフ

6. データ入出力の強化

　授業履修者が提出する期末レポートでは，正確
な家計データの登録が必要になるため，一括追
加・更新できるデータ入出力機能を強化した．画
面を図5に示す．削除指定を追加し，新規，更新が
一目でわかるように表示を変更した．キーとなる
費目番号がずれていた場合も，警告を出して正し
い費目名を表示するように対応した．

図 5 データアップロード後画面

7. まとめと今後
　本稿では，主に改修内容を具体的に説明した．
今後も利用者へのヒアリングをし，教育支援ツー
ルとして利活用できるよう改善につとめていきた
い．
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　また，授業履修期間の6か月分の統計を期末のレ
ポートの課題とする授業計画のため，統計画面の
追加用件があり，図4に示す費目割合を出すグラフ
を追加した．今回は支出のみであるが，費目ごと
の集計を，月ごとに集計値表と，月合計に対する
支出の割合を横棒グラフで表示している．表は横
に長くなるため，スマートフォンでも閲覧しやす

いように，表示列を選択できるようにしている．
また，グラフは授業履修者以外の一般ユーザの利
用も考慮して，対象期間を選択できるようにし
た．
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